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会
長
就
任
の
ご
挨
拶 

瀬
田
東
文
化
振
興
会 

会
長 

竹
内 

稔 
 

 

令
和
三
年
度
を
も
って
、
吉
居
会
長
が
退
任
さ
れ
、
そ
の

後
任
と
し
て
任
命
さ
れ
ま
し
た
。
会
長
職
と
い
う
重
責
を

全
う
す
べ
く
、
微
力
な
が
ら
事
業
運
営
に
鋭
意
努
め
て
ま

い
る
所
存
で
あ
り
ま
す
。 

 

令
和
二
年
に
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染
症
が
確
認
さ
れ

て
以
降
、
各
種
行
事
の
大
半
を
中
止
せ
ざ
る
を
得
ず
、
苦

渋
の
決
断
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
ま
い
り
ま
し
た
が
、
昨
年

度
は
感
染
対
策
に
万
全
を
期
し
、
親
子
の
ふ
れ
あ
い
事
業

と
し
て
の
し
め
縄
作
り
体
験
や
、
ま
ち
づ
く
り
推
進
事
業

と
し
て
山
ノ
神
遺
跡
で
の
植
樹
イ
ベ
ン
ト
等
、
健
康
最
優

先
の
観
点
か
ら
開
催
可
能
な
範
囲
内
で
実
施
い
た
し
ま
し

た
。 

 

今
年
度
に
関
し
て
、
依
然
収
束
の
見
通
し
が
立
た
な
い

予
断
を
許
さ
な
い
状
況
で
は
あ
り
ま
す
が
、
安
心
・
安
全

を
担
保
す
べ
く
、
事
業
の
見
直
し
な
ど
、
行
事
の
あ
り
方
の

面
か
ら
熟
慮
の
上
、
事
業
を
行
っ
て
ま
い
り
た
く
思
っ
て
い

ま
す
。 

地
域
の
皆
さ
ま
に
は
、
こ
れ
ま
で
同
様
、
ご
支
援
、
ご
協

力
を
賜
わ
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
が
終
息
し
、
私
た
ち
の
生
活
や
文
化
活
動
が

心
置
き
な
く
楽
し
め
る
日
が
一
刻
も
早
く
来
る
こ
と
を
願

って
、
就
任
の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

山
ノ
神
遺
跡
「
植
樹
で
迷
路
づ
く
り
」 

山
ノ
神
遺
跡
「
植
樹
で
迷
路
づ
く
り
」 

 

三
月
二
十
六
日
㈯
、
山
ノ
神
遺
跡
広
場
に
て
、
植
樹

イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
ま
し
た
。 

五
十
六
組
、
百
二
十
三
人
の
皆
さ
ん
が
参
加
し
て
く
だ

さ
い
ま
し
た
。
植
樹
い
た
だ
い
た
木
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ

の
お
名
前
を
記
入
し
て
い
た
だ
き
、
オ
ー
ナ
ー
に
な
っ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
迷
路
が
完
成
す
る
そ
の
日
ま

で
、
み
ん
な
で
木
の
成
長
と
子
ど
も
達
の
成
長
を
見
守

り
ま
し
ょ
う
。 
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文化振興会の様々 

な活動を紹介して 

いますので、ぜひ 

ご確認ください。 

瀬
田
東
文
化
振
興
会
で
は
、
幼
少
年
期
に
様
々
な
体
験
活
動
を
通
じ
て
、
し
っ
か
り
と
し
た
学
び
の
芽
を
作
り
育
て
る
こ
と
を
目
的
と
し
、
東
学
区
の
保
、
幼
、
小
、
小
Ｐ
と
協
力
し
活
動
を
し
て
い
ま
す
。
応
援
よ
ろ
し
く 

瀬田東文化振興会 

ビジョン 

地域視点で新しい文

化を創造し住みつづ

けたいまち「瀬田東」 

☑滋賀県大津市瀬田東文化振興会の情報は、HP 瀬田東文化振興会を検索ください。 

瀬田東学区の玄関口学園通

りでの啓発活動ノーポイ運

動を始めてから 25 周年にな

ります。当時から考えるとゴ

ミの量も 1/3 程度と少なく

なりました。店の人達が自ら

掃除する姿が見受けられま

す。このことが要因のひとつ

であり一定の効果があった

ものでしょうか？。自分たち

の街は自分たちで美しくし

ようと言う気がまえで頑張

って続けたいものです。ご参

加をお待ちしています。 

 

 

令
和
４
年
度
活
動
予
定 

 
 

５
月 

 
 

〇
文
化
ゾ
ー
ン
み
ど
り
の
つ
ど
い 

〇
東
っ
子
事
業 

 
 
 
 

「
ふ
し
ぎ
な
絵
の
世
界
」
＆ 

「
ホ
タ
ル
の
魅
力
を
学
ぼ
う
」 

 
 

６
月 

 
 

〇
山
ノ
神
遺
跡
草
刈
り 

 
 

〇
東
っ
子
事
業 

 
 
 
 

「
陶
芸
制
作
教
室
」 

 
 

７
月 

 
 

〇
東
っ
子
事
業 

 
 
 
 

「
長
沢
川
の
歴
史
と
探
索
」 

 
 

８
月 

 
 

〇
瀬
田
公
園
た
か
ら
の
森
フ
ェ
ス
タ 

 
 

通
年 

 
 

〇
学
園
通
り
ノ
ー
ポ
イ
啓
発
運
動 

 
 

〇
幼
稚
園
・
こ
ど
も
園
交
流
活
動 



瀬田東 文振だより(5２号）         2022年 ５月 1日                         瀬田東 文振だより（5２号）                             

 

ふれあい                      3                瀬田東文化振興会      ふれあい                   2                   瀬田東文化振興会 

 

注 

（
１
）
考
古
学
会
編 
一
九
一
四
「
彙
報 

近
江
国
瀬
田
村
の
発
掘
品
」
『
考
古
學

雑
誌
』
第
四
巻
第
十
二
号 

 

こ
れ
に
は
「
近
江
国
栗
太
郡
瀬
田
村
大
字
南
大
萱
字
織
部
に
於
い
て
、
去
明
治
四

十
二
年
二
月
二
十
日
発
掘
せ
ら
れ
た
る
。
四
神
四
獣
鏡
一
、土
器
残
片
一
、鉄
板
長

八
寸
五
分
幅
二
寸
二
分
弱
一
、斧
頭
二
、
剣
身
残
片
等
は
、今
回
同
地
の
人
片
山
幸

太
郎
氏
よ
り
東
京
帝
室
博
物
館
に
寄
贈
せ
ら
れ
た
り
と
云
ふ
。前
掲
品
目
中
、四
神

四
獣
鏡
は
径
七
寸
六
分
銘
あ
り
曰
．
新
作
明
竟
、
幽
律
三
剛 

配
徳
君
子
．
清
而
且

明
．
銅
出
徐
州
．
師
出
洛
陽
、
彫
文
刻
鏤
．
昔
作
文
章
、
取
者
大
吉
．
宜
子
孫
と
あ

り
。」
と
あ
る
。 

（
２
）
滋
賀
県
立
安
土
城
考
古
博
物
館
編 

二
〇
一
九
『
近
江
の
考
古
学
黎
明
期-

近
江
風
土
記
の
丘
開
設5

0

周
年
キ
ッ
ク
オ
フ
企
画-

』 

（
３
）
梅
原
末
治 

一
九
二
一
「
栗
太
郡
野
洲
郡
両
郡
に
於
け
る
二
三
の
古
式
墳
墓

の
調
査
報
告
２-

近
江
国
に
於
け
る
主
要
古
墳
の
調
査
録
其
二-

」
『
考
古
學
雑
誌
』

第
十
二
巻
第
三
号
。
こ
れ
に
「
此
の
塚
の
上
部
径
三
間
許
り
平
坦
と
な
り
。
こ
こ
に

古
く
相
撲
場
を
設
け
等
し
て
、
為
に
樹
木
の
生
ず
る
こ
と
な
く
、
周
囲
に
二
三
の
松

樹
あ
り
し
の
み
。嘗
て
そ
の
北
隅
に
接
し
て
家
屋
を
建
て
た
る
際
封
土
の
一
部
を
削

り
、
此
の
部
崖
状
を
呈
せ
り
。
其
の
後
大
風
あ
り
し
の
地
、
残
存
封
土
の
中
央
に
裂

目
を
生
じ
、
一
半
部
倒
壊
の
虞
れ
あ
り
し
を
以
て
、
瓦
の
原
料
と
す
る
の
用
を
兼

ね
、
其
の
西
北
半
の
土
砂
を
採
掘
せ
し
に
、
表
面
下
約
三
四
尺
、
封
土
の
略
ぼ
中
央

に
當
り
、
鏡
の
背
面
を
下
に
し
て
遺
存
す
る
を
発
見
し
、
つ
い
で
鏡
の
下
に
刀
剣
類

あ
り
。
恰
も
鏡
を
そ
の
上
に
置
け
る
が
如
き
状
を
呈
せ
り
。
ま
た
鏡
の
北
東
の
略
ぼ

同
一
水
平
面
上
よ
り
は
斧
頭
等
を
見
出
し
、
西
南
よ
り
は
上
述
の
弥
生
式
の
皿
を

発
見
せ
り
。
但
し
此
の
皿
は
そ
の
存
在
の
層
位
を
異
に
せ
り
。
な
ほ
鏡
の
付
近
よ
り

は
土
製
の
鳥
の
如
き
も
の
出
で
た
り
。」
と
し
て
い
る
。合
せ
て
後
藤
守
一
が
出
土
遺

物
の
観
察
を
記
載
し
て
い
る
（
後
藤
守
一 

一
九
二
一
「
近
江
国
栗
太
郡
瀬
田
村
大

字
南
大
萱
字
織
部
古
墳
伴
出
遺
物
」
『
考
古
學
雑
誌
』
第
十
二
巻
第
三
号
）
。 

（
４
）
田
中
久
雄
二
〇
〇
四
「
第
一
章 

遺
跡 

織
部
古
墳
」
『
南
大
萱
史
』
南
大
萱
史

編
さ
ん
委
員
会
。
ま
た
、
『
滋
賀
縣
史
蹟
名
勝
天
然
紀
念
物
調
査
概
要
』
に
も
「
も

と
は
高
さ
七
、
八
尺
。
上
部
の
径
三
間
程
の
平
坦
、
底
径
は
約
十
間
の
円
塚
で
あ
つ

た
と
言
ひ
」
と
あ
る
（
滋
賀
縣
史
蹟
名
勝
天
然
紀
念
物
調
査
會
編 

一
九
三
六
「
南

大
萱
古
墳
」
『
滋
賀
縣
史
蹟
名
勝
天
然
記
念
物
調
査
概
要
』
）
。 

（
５
）
細
川
修
平 

一
九
九
八
「
古
墳
時
代
に
お
け
る
琵
琶
湖
お
よ
び
そ
の
周
辺
地

域
」
『
紀
要
』
第
十
一
号 

財
団
法
人
滋
賀
県
文
化
財
保
護
協
会 

参
考
文
献  

 

・
田
辺
昭
三 

岡
田
精
司 

一
九
七
八
「
第
一
章 

湖
都
の
黎
明 

第
四
節 

豪
族
の

伸
長
」
『
新
修 

大
津
市
史
』
第
一
巻 

古
代 

大
津
市
役
所 

・
西
田 

弘 

一
九
八
一
「
８
７.

滋
賀
県
下
の
古
墳
出
土
鏡
に
つ
い
て
（
１
）
」
『
滋
賀

文
化
財
だ
よ
り
』
№
５
１ 

財
団
法
人
滋
賀
県
文
化
財
保
護
協
会 

・森
谷
尅
久
ほ
か 

一
九
八
六
「
瀬
田
」
『
新
修
大
津
市
史
』
第
九
巻 

南
部
地
域 

大

津
市
役
所 

・
田
中 

琢 

松
浦
俊
和 

一
九
九
九
「
原
始
・
古
代 

４ 

古
墳
の
出
現
と
展
開
」
『
図

説 

大
津
の
歴
史
』
上
巻 

大
津
市 

・下
垣
仁
志 

二
〇
一
六
『
日
本
列
島
出
土
鏡
集
成
』 

同
成
社 

・下
垣
仁
志 

二
〇
一
八
『
古
墳
時
代
銅
鏡
論
考
』 

同
成
社 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
次
に
、
京
都
帝
国
大
学
の
梅
原
末
治
先
生
が
、
当
時
の
栗
太
郡

や
野
洲
郡
の
古
墳
を
調
査
さ
れ
た
際
に
、
織
部
古
墳
に
つ
い
て

も
調
査
さ
れ
て
お
り
、
先
の
片
山
幸
太
郎
さ
ん
か
ら
、
古
墳
の

形
や
規
模
、三
角
縁
神
獣
鏡
等
が
発
見
さ
れ
た
と
き
の
状
況
を

詳
し
く
聞
き
取
ら
れ
て
い
ま
す
（
３
）
。
こ
こ
か
ら
ま
ず
古
墳
の

形
を
読
み
取
っ
て
い
く
と
、
上
部
の
平
坦
面
が
直
径
三
間
（
約

５
．
４
５
ｍ
）
ほ
ど
で
あ
っ
た
と
の
こ
と
で
す
。
大
津
市
教
育
委
員

会
文
化
財
保
護
課
の
田
中
久
雄
さ
ん
は
、
周
辺
の
地
形
か
ら
墳

丘
の
裾
の
直
径
は
約
３
０
ｍ
、
墳
丘
の
高
さ
は
３
ｍ
程
度
で
は
な

い
か
と
述
べ
て
い
ま
す
（
４
）
。
そ
し
て
古
墳
の
北
側
に
家
を
建
て

る
際
に
、
墳
丘
の
一
部
を
削
っ
た
こ
と
に
よ
っ
て
そ
の
部
分
が
崖

状
に
な
っ
て
い
た
よ
う
で
す
。
こ
こ
に
台
風
の
影
響
で
中
央
に
亀

裂
が
入
り
、
崩
れ
そ
う
だ
っ
た
こ
と
と
、
瓦
の
材
料
で
あ
る
粘
土

を
採
取
す
る
目
的
で
、
残
っ
た
墳
丘
の
西
側
半
分
を
掘
削
し
た

そ
う
で
す
。 

そ
の
際
に
前
述
の
鏡
等
が
出
土
し
た
と
の
こ
と
で
す
さ
ら
に
梅

原
先
生
は
、
鏡
な
ど
が
墳
丘
の
ど
の
あ
た
り
か
ら
、
ど
の
よ
う
な

状
況
で
見
つ
か
っ
た
の
か
を
聞
き
取
っ
て
い
ま
す
。
墳
丘
の
上
部

か
ら
三
、四
尺
（
１
ｍ
前
後
）
下
か
ら
、鏡
の
文
様
や
銘
文
が
あ
る

側
を
下
に
し
て
出
て
き
た
よ
う
で
す
。
さ
ら
に
そ
の
下
か
ら
刀

剣
類
が
出
土
し
、
「
恰
（
あ
た
か
）
も
鏡
を
そ
の
上
に
置
け
る
が

如
き
」
状
況
だ
っ
た
と
の
こ
と
で
す
。 

 

以
上
の
こ
と
か
ら
、
古
墳
の
形
は
、
墳
丘
の
高
さ
３
ｍ
、
墳
丘
頂

部
径
約
５
ｍ
、墳
丘
裾
径
約
３
０
ｍ
の
円
墳
で
あ
っ
た
よ
う
で
す
。

古
墳
が
作
ら
れ
た
具
体
的
な
時
期
は
不
明
で
す
が
、
出
土
し
た

三
角
縁
神
獣
鏡
か
ら
、
古
墳
時
代
前
期
、
四
世
紀
頃
に
は
間
違

い
あ
り
ま
せ
ん
。埋
葬
施
設
の
規
模
や
構
造
は
不
明
で
す
が
、竪

穴
式
石
室
の
よ
う
な
大
規
模
な
も
の
で
は
な
く
、
粘
土
槨
（
ね

ん
ど
か
く
）
と
木
棺
の
み
の
埋
葬
施
設
だ
っ
た
と
思
わ
れ
ま
す
。 

                     

 

私
が
瀬
田
に
住
み
始
め
て
、今
年
の
四
月
で
十
年
目
を
迎
え
ま

す
。
引
っ
越
し
て
き
た
当
初
は
仕
事
に
も
ま
だ
慣
れ
ず
、
一
か
月

く
ら
い
は
な
か
な
か
落
ち
着
か
な
か
っ
た
こ
と
を
思
い
出
し
ま
す
。

五
月
の
連
休
明
け
く
ら
い
か
ら
は
少
し
余
裕
も
で
き
、
ま
た
、
当

時
は
旧
東
海
道
沿
い
に
住
ん
で
い
た
こ
と
も
あ
っ
て
、
家
族
と
周

辺
の
散
策
に
出
か
け
た
も
の
で
し
た
。 

 

そ
ん
な
散
策
の
中
で
、
今
回
の
織
部
古
墳
を
見
つ
け
ま
し
た
。
厳

密
に
は
織
部
古
墳
を
顕
彰
す
る
石
碑
を
見
つ
け
ま
し
た
。
場
所
は

大
津
市
大
萱
三
丁
目
、
Ｊ
Ｒ
瀬
田
駅
か
ら
東
へ
約
七
〇
〇
ｍ
の
住

宅
地
で
す
。 

 

石
碑
に
は
こ
う
記
さ
れ
て
い
ま
す
。 

「
こ
の
奥
銅
鏡
等
出
土
織
部
高
山
古
墳
跡
」 

（
写
真
１ 

右
） 

 

「
昭
和
六
十
年
十
一
月 

瀬
田
史
跡
会
建
之
」
（
写
真
１ 

左
） 

       

こ
れ
を
見
た
と
き
は
、
「
こ
ん
な
と
こ
ろ
に
古
墳
が
あ
っ
た
ん
や
な

あ
。
し
か
も
銅
鏡
が
出
て
き
た
ん
や
。
」
く
ら
い
に
し
か
思
っ
て
い
ま

せ
ん
で
し
た
。
し
か
し
気
に
な
っ
て
、
後
日
調
べ
た
と
こ
ろ
、
こ
の
「

銅
鏡
」
は
「
三
角
縁
神
獣
鏡
」
で
し
た
（
写
真
２
）
。 

歴
史
が
好
き
な
方
は
こ
の
名
前
を
聞
け
ば
、大
変
貴
重
な
鏡
で
あ

る
と
お
気
づ
き
で
し
ょ
う
。
弥
生
時
代
か
ら
古
墳
時
代
へ
移
り
変 

「
特
集
」 

織
部
古
墳 

瀬
田
地
域
の
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト 

滋
賀
県
文
化
ス
ポ
ー
ツ
部
文
化
財
保
護
課 

福
西 

貴
彦 

 

わ
る
頃
、い
わ 

ゆ
る
『
魏
志
倭 

人
伝
』
に
登
場 

す
る
「
邪
馬
台 

国
」
の
「
卑
弥
呼 

」
が
、魏
に
朝
貢 

し
た
と
こ
ろ
、 

皇
帝
が
大
変
喜 

び
、
「
親
魏
倭
王
」 

の
称
号
と
「
金
印 

紫
綬
」
、
「
銅
鏡
百
枚
」
を
授
け
た
と
あ
り
ま
す
。
こ
の
「
銅

鏡
」
が
三
角
縁
神
獣
鏡
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
の
で
す
。 

で
は
、
織
部
古
墳
の
当
時
の
状
況
や
、
ど
の
よ
う
に
鏡
が
発

見
さ
れ
た
の
で
し
ょ
う
か
。 

 

ま
ず
、大
正
三
年
（
一
九
一
四
年
）
の
『
考
古
学
雑
誌
』
第
四

巻
第
十
二
号
に
「
近
江
國
瀬
田
村
の
発
掘
品
」
で
紹
介
さ
れ

て
い
ま
す
（
１
）
。こ
れ
に
よ
る
と
明
治
四
十
二
年
（
一
九
〇
九

年
）
に
、当
時
の
栗
太
郡
大
字
瀬
田
村
大
字
南
大
萱
字
織
部

で
、
三
角
縁
神
獣
鏡
一
枚
、土
器
片
一
点
、鉄
板
、長
さ
八
寸

五
分
（
約
２
６
ｃ
ｍ
）
、幅
約
二
寸
二
分
（
約
６
．７
ｃ
ｍ
）
が
一

枚
、
斧
二
点
、剣
の
破
片
な
ど
が
見
つ
か
っ
た
と
の
こ
と
で
す
。

さ
ら
に
大
正
二
年
（
一
九
一
三
年
）
に
同
地
の
人
、
片
山
幸
太

郎
さ
ん
か
ら
東
京
帝
室
博
物
館
（
現
東
京
国
立
博
物
館
）
に

寄
贈
さ
れ
た
そ
う
で
す
。 

ま
た
、鏡
は
直
径
七
寸
六
分
（
約
２
３
ｃ
ｍ
）
で
、「
新
作
明

竟 

幽
律
三
剛 

配
徳
君
子 

清
而
且
明 

銅
出
徐
州 

師
出
洛

陽 

彫
文
刻
鏤 

皆
作
文
章 

取
者
大
吉 

宜
子
孫
」
の
銘
文
が

刻
ま
れ
て
い
ま
し
た
。さ
ら
に
詳
細
な
経
緯
は
滋
賀
県
公
文

書
館
所
蔵
の
滋
賀
県
歴
史
的
文
書
に
あ
り
ま
す
（
２
）
。 

 

瀬
田
東
文
化
振
興
会
で
は
、
幼
少
年
期
に
様
々
な
体
験
活
動
を
通
じ
て
、
し
っ
か
り
と
し
た
学
び
の
芽
を
作
り
育
て
る
こ
と
を
目
的
と
し
、
東
学
区
の
保
、
幼
、
小
、
小
Ｐ
と
協
力
し
活
動
を
し
て
い
ま
す
。
応
援
よ
ろ
し
く 

湖
の
水
運
と
陸
路
の
結
節
点
で
あ
り
、
重
要
な
地
域
で
あ
る

か
ら
で
す
。 

ま
た
、
織
部
古
墳
は
崖
の
上
の
よ
う
な
地
形
に
位
置
し
ま

す
。
こ
れ
は
古
墳
時
代
に
は
こ
の
崖
が
湖
岸
で
、
琵
琶
湖
に
面

し
た
岬
の
よ
う
な
高
台
に
古
墳
が
作
ら
れ
た
よ
う
で
す
。
さ

ら
に
、
南
側
の
現
在
の
東
レ
周
辺
や
若
松
神
社
周
辺
に
も
琵

琶
湖
方
向
に
岬
の
よ
う
に
突
き
出
す
地
形
や
、逆
に
内
陸
側
へ

入
江
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
地
形
が
確
認
で
き
ま
す
。
こ
の
よ

う
な
地
形
を
利
用
し
て
織
部
古
墳
の
南
側
に
古
墳
時
代
の
港

や
船
溜
ま
り
が
あ
っ
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
こ
の
港
の
あ
り

方
は
近
世
ま
で
の
琵
琶
湖
の
主
要
な
港
と
よ
く
似
て
い
ま
す
。 

こ
の
よ
う
な
立
地
や
地
形
か
ら
、
古
墳
時
代
の
瀬
田
地
域

は
そ
れ
以
降
の
時
代
と
同
様
に
琵
琶
湖
の
水
運
と
陸
路
と
の

交
差
点
に
あ
た
る
重
要
な
地
域
だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
。
そ
し
て

こ
の
瀬
田
地
域
を
治
め
た
人
物
が
三
角
縁
神
獣
鏡
を
所
有

し
、
織
部
古
墳
に
埋
葬
さ
れ
ま
し
た
。 

織
部
古
墳
か
ら
は
琵
琶
湖
を
眺
望
で
き
、
ま
た
琵
琶
湖
を

行
き
交
う
船
や
古
代
の
道
か
ら
織
部
古
墳
が
見
え
た
こ
と
で

し
ょ
う
。
織
部
古
墳
は
、
近
江
の
古
墳
時
代
前
期
に
お
け
る
瀬

田
地
域
の
重
要
性
を
顕
示
す
る
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
だ
っ
た
の
で

す
。 

 

 

粘
土
槨
と
は
、
木
製
の
棺
を
粘
土
で
包
み
覆
っ
た
墓
の
か
た
ち

で
す
。
そ
の
た
め
、
棺
や
中
の
遺
体
は
朽
ち
て
し
ま
い
、
鏡
や
刀
剣

な
ど
が
残
っ
た
の
で
し
ょ
う
。
そ
し
て
、
刀
剣
類
の
上
に
鏡
を
置
い

た
状
態
で
副
葬
さ
れ
た
の
だ
と
考
え
ら
れ
ま
す
。 

さ
て
、
滋
賀
県
内
で
は
、
栗
東
市
出
庭
亀
塚
古
墳
、
野
洲
市
大

岩
山
古
墳
群
、
近
江
八
幡
市
、
東
近
江
市
、
竜
王
町
に
ま
た
が
る

雪
野
山
古
墳
か
ら
三
角
縁
神
獣
鏡
が
出
土
し
て
い
ま
す
。
し
か
し

織
部
古
墳
は
円
墳
で
、
さ
ほ
ど
大
き
く
も
あ
り
ま
せ
ん
。
な
ぜ
こ

の
古
墳
か
ら
三
角
縁
神
獣
鏡
が
出
土
し
た
の
で
し
ょ
う
か
。 

 

ま
ず
古
墳
の
形
や
規
模
か
ら
考
え
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。
滋

賀
県
文
化
ス
ポ
ー
ツ
部
文
化
財
保
護
課
の
細
川
修
平
さ
ん
は
、

古
墳
時
代
前
期
の
前
方
後
円
墳
は
、
規
模
か
ら
大
き
く
三
つ
に
分

類
で
き
る
と
述
べ
て
い
ま
す
（
５
）
。
墳
丘
が
１
２
０
ｍ
級
、
６
０
ｍ

級
、
３
０
ｍ
級
で
す
。
こ
の
う
ち
１
２
０
ｍ
級
の
前
方
後
円
墳
は

「
『
琵
琶
湖
地
域
』
の
首
長
墓
」
で
は
な
い
か
と
し
て
い
ま
す
。
そ

れ
に
対
し
６
０
ｍ
、
３
０
ｍ
級
は
「
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
単
位
の
首
長

権
を
表
現
し
た
も
の
」
と
し
て
い
ま
す
。
つ
ま
り
、
１
２
０
ｍ
級
の
前

方
後
円
墳
で
あ
る
滋
賀
県
最
大
の
近
江
八
幡
市
安
土
瓢
單
山

古
墳
、
大
津
市
膳
所
茶
臼
山
古
墳
は
ま
さ
に
近
江
の
王
様
の
お

墓
、
６
０
ｍ
級
に
当
た
る
雪
野
山
古
墳
や
３
０
ｍ
級
の
前
方
後
円

墳
は
各
地
域
の
有
力
者
の
お
墓
と
い
う
こ
と
で
す
。
織
部
古
墳
は

前
方
後
円
墳
で
は
な
く
円
墳
で
す
が
、
３
０
ｍ
級
に
相
当
す
る
も

の
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
つ
ま
り
古
墳
時
代
前
期
の
瀬
田
地
域
の
権

力
者
の
お
墓
だ
っ
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。 

次
に
古
墳
が
あ
る
瀬
田
地
域
の
立
地
や
地
形
に
つ
い
て
考
え
て
み

ま
す
。
時
代
は
下
り
ま
す
が
、
瀬
田
地
域
に
は
古
代
東
山
道
が
通

り
、
瀬
田
の
唐
橋
が
架
け
ら
れ
、
近
江
国
府
が
置
か
れ
ま
し
た
。壬

申
の
乱
や
源
平
合
戦
な
ど
、
多
く
の
戦
乱
の
重
要
な
戦
い
が
繰
り

広
げ
ら
れ
た
場
所
で
も
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
瀬
田
地
域
が
琵
琶 

写真１ 

写真２ 

 
 

 

古
よ
り
瀬
田
地
域
が
交
通
の
要
衝
で
あ
り
、又
、 

卑
弥
呼
と
つ
な
が
る
人
物
が
住
ん
で
い
た
こ
と
が
伺 

わ
れ
る
、ロ
マ
ン
溢
れ
る
興
味
深
い
お
話
し
。 

福
西
様
、ご
寄
稿
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 


